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【学校教育目標】夢・希望にあふれる心豊かな児童の育成

「心を育てることは、人生をより良く生きることにつながる」
～甲子園や講話から感じたこと～

校 長 渡辺 勝徳
３９日間の夏休みが終わりました。今年は８月に入ってから東京では連続２１日間、雨

が降り、１９７７年以来の記録的な長雨となりました。まるで梅雨が戻ったようで、夏休
みにレジャーを計画していた方や農家の方にとっては残念な夏休みだったのではないでし
ょうか？
そんな８月ではありましたが、下旬に埼玉県民にとってはうれしいニュースがありまし

た。花咲徳栄高校が第９９回全国高等学校野球選手権大会において、優勝しました。今年
で９９回を迎えた大会でしたが、埼玉県は今まで２度の準優勝はあるものの、優勝は今回
が初めてのことです。それだけに嬉しかった県民は多かったと思います。また、私も含め
て、元高校球児の皆さんも感慨はひとしおだったのではないでしょうか？それにしても、
あの超満員の甲子園で、しかもテレビ中継で日本中の人々が見守る中、素晴らしいプレー
ができた選手たちはすごいと思います。どんなスポーツもそうでしょうが、野球もメンタ
ルなスポーツです。「流れ」というものがあり、いい流れに乗るとトントンと得点できた
り、悪い流れになると、思わぬエラーやヒットが続いたりして大量に失点したり、逆転さ
れたりします。この「悪い流れ」を止めるためには気持ちの切り替えが大事になります。
つまり、今起きた失敗にくよくよしたり、あれがなければといつまでも後ろを振り返った
りするのではなく、「エラーも一生懸命にやっての結果だ。ランナーが出たのなら、次の
バッターでゲッツーをとればいい。そのためには低めの球を打たせて、内野ゴロをとろ
う！」と気持ちを切り替えることが大事です。こうした気持ちの切り替えや積極思考は普
段から常に心がけていないと、いざというときにはできないものです。きっと、花咲徳栄
高校の皆さんは、技や体はもちろんのこと、心を相当鍛えていたんだなと思いました。
２２日（火）に鴻巣市教職員全員研修会がありました。そこで、武藤教育長から「考え

方」という題の講話をお聞きしました。稲盛和夫氏の著書に基づいた話をされていました
が、その中で、私が特に印象深かった話が「人生の方程式＝能力×熱意×考え方」という
話でした。「『能力』は生まれつき持っているもので点数にすれば、０点から１００点まで
ある。『熱意』も心の持ちようで誰にでも持てるもので０点から１００点まである。しか
し、『考え方』は思想や哲学、理念、人生観、人間としての生きる姿勢・・・などで、こ
れはマイナスのものもあれば、プラスのものもある。だから、－１００点から＋１００点
まである。振れ幅が大きい。いかに能力や熱意があろうとも考え方がマイナスだったら、
能力や熱意があればあるほど、大きくマイナスになってしまう」という主旨の話です。な
るほどと思いました。「考え方」は生きていくうえで大きなポイントなんだなと。だから、
体験を通して心をきたえるとか、道徳の勉強のような座学で心の在り方を学ぶというのは
子どもたちの人生にとっては重要なのだなと改めて感じました。
考え方は上記の野球のように実際の体験を通して痛い目に遭ったり、素晴らしい結果が

出たりして学んだことから形成されていくことが多いと思います。また、本を読んだり、
講演を聞いたり、テレビ番組から学んだりすることも多いです。そして、学校では学校生
活や行事、部活動、道徳の授業などを通して学んだことから形成されていくことが多いで
す。
考え方は心から生まれてくると思います。２学期は多くの行事があります。それらを通

して、子どもたちの心を育てていきたいと思います。

第１回資源回収収益金 ご協力ありがとうございました。
新聞、雑誌、段ボール ４５，４４６円
アルミ缶、空き缶 ９，９９０円




